
＜鹿島中学校 学校だより＞

スローガン（目的をもち、根気強く笑顔で今この瞬間を努力） ～あいさつは 心の絆 あいさつで 心を磨きます～

車輪梅 【平成３０年７月号②】
《重点目標》 『品格を高め、目標に向かってねばり強く取り組もう』

【さまざまな声 を 、 一 人 ひ と り の 生 徒 に 届 け た い 】
木々の緑も深みを増し、すっかり夏めいてまいりました。今年度の入学式から３ヶ月が過ぎ、生徒たちの動

きに本来の活気が戻ってきたように思います。１年生も緊張が和らぎ、表情にも余裕が出てきたように感じら
れます。

【 リ ラ ッ ク スするには？ 】

大学の先生に来ていただき、「将来にわたり、心
身ともに健康で安全な生活ができるようにする」と
いう目的の下、２校時は１学年、３校時は２学年、
４校時は３学年というふうに、学年ごとに集まり、
柔剣道場でリラクゼーション教室を実施しました。
床に横になり、リラックス度を高めるトレーニン

グも行いました。
床に寝そべり、
①脱力
②リラックス
③呼吸法につい
て実際に行い、リ
ラックスして血の
巡りをよくする方
法を学びました。
また、夜リラッ

クスしてぐっすり
眠ることが、疲れをとり、次の日も元気に過ごせる
ようになること、そのために、夜、寝る前に「スマ
ホ」などを操作することはよくないことについても
教わりました。
本日の学びを生活の中に生かし、疲れをとって元

気に過ごすことで、授業や部活動など、ここぞとい
うときに集中度を高め、力を発揮できるようになっ
てほしいと思います。

【 少年の主張大会で快挙 】

７月１０日（火）石神中
学校を会場に、暑い中、石
神中全生徒や一般視聴者の
中で、本校から２名の弁士が参加
しました。荒咲太郎君が「鹿島の
一本松のように」、髙橋美羽さんが、

「人との関わり
の中で」の題名
で、２人とも自分の意見を堂々と発
表し、荒君が１２人の中から３名い
ただける最優秀賞を獲得しました。

【今年も準優勝あり 】
鹿島区連ＰＴＡレクリ

エーション大会において、
ここ数年実施されている
ソフトバレーボール競技
で、今年も１勝をするこ
とができました。
１セットの取得は可能

でしたが、あと１セット
となると、難しいところ
でした。しかし、チームＡが上真野小に１：２で惜
敗でしたが、八沢小に２：１で勝利することができ、
準優勝でした。チームＢも健闘し、八沢小に０：２、

上真野小に０：２（１セ
ット目は１３対１５の好
ゲーム）の惜敗となり、
参加いただきました保護
者の皆さまには、熱心に
ボールを追い続けたこと
に感謝申し上げる次第で
す。

暑い夏、健康第一です！

【交通安全教室を終えて】
晴れ間の下、校庭で、

ＪＡ共済の地域貢献活
動の一環としてスタン
トマンの方や南相馬警
察署の方々もいらして
の、本格的な交通安全
教室が実施されました。
飛び出し、スマホ操

作での前方不注意によ
る自転車同士の衝突、大型車の内輪差による巻き込
み事故、傘さし運転による前方不注意と不完全なブ
レーキ操作、自動車のフロントガラス両脇にあるピ
ラーの死角による衝突事故等、一つ一つの事故につ
いて、丁寧に解説していただきながら、以下のよう
な交通事故防止のポイントについて学びました。
・自転車も自動車と同じ「車両」であること
・自転車は道路の左側を走行すること
・ヘルメットはあごひもをきちんとすること
・見通しの悪いところではスピードを落とすこと
・もし事故に遭遇して被害者になった場合は、「大丈
夫です」と言ってその場を立ち去ってしまうのではな
く、きちんと警察に連絡することなどを学びました。

交通事故に遭えば大けが
や、場合によっては大切
な「命」が奪われてしま
います。また、被害者は
もちろん、加害者になっ
ても自分の家族や相手の
家族から「笑顔」を奪っ
てしまうことにもつなが
ることを学びました。

（車の内輪差による事故）


